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草
野
心
平
は
『
第
百
階
級
』（
昭
和
三
年
）
以
前
の
習
作
期注

１

か
ら
最
後
の
詩
集
『
自
問
他
問
』（
昭
和
六
一
年
）
ま
で
、
蛙
を
扱
っ

た
作
品
を
書
い
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
本
稿
で
蛙
詩
と
呼
ん
で
い
る
の
は
単
純
に
蛙
を
題
材
・
素
材
と
し
て
い
る
作
品
と
い
う
意
味

で
あ
る
）。
そ
し
て
、
蛙
詩
の
総
数
は
管
見
で
は
約
一
七
〇注

２

編
で
あ
る
。
心
平
の
全
詩
数
は
管
見
で
は
約
一
三
八
〇
編
（
『
草
野
心

平
全
集
』
筑
摩
書
房
の
目
次
と
、
全
集
以
後
の
八
冊
の
詩
集
の
目
次
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト注

３

）
で
あ
る
か
ら
、
心
平
の
全
詩
数
に
占
め
る

蛙
詩
の
割
合
は
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
蛙
と
い
う
一
つ
の
素
材
・
題
材
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
取
り
上
げ
て
、
そ
の
割
合
が
全

詩
業
の
一
割
強
と
い
う
の
は
か
な
り
珍
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
心
平
は
富
士
山
の
詩
や
、
宇
宙
・
地
球
を
テ
ー
マ
に
し
た
詩
や
、
庭
づ

く
り
の
詩
な
ど
も
多
く
創
作
し
て
い
る
が
、
第
一
に
蛙
の
詩
人
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
習
作
期
の
第
一
〜
第
四
詩
集
（
『
廃
園
の
喇
叭
』『
空
と
電
柱
Ⅰ
』《
大
正
一
三
年
二
月
》、『
空
と
電
柱
Ⅱ
』《
大
正
一
三
年

三
月
》、『
空
と
電
柱
Ⅲ
』《
大
正
一
三
年
四
月
》
）
で
は
蛙
は
一
つ
の
素
材
、
舞
台
背
景
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
第
五
詩
集
（
『
月

蝕
と
花
火
』《
大
正
一
三
年
七
月
》
）
に
な
る
と
、
詩
集
の
序
詞
に
「
蛙
よ
／
　
笛
を
ふ
い
て
／
寂
し
い
月
蝕
を
呼
べ
／
花
火
を
か

こ
ん
で
／
青
い
冷
や
酒
を
傾
け
よ
う
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
蛙
が
詩
集
全
体
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
集
あ
た
り
か
ら
、

心
平
は
蛙
を
自
己
の
詩
の
重
要
な
モ
チ
ー
フ
・
題
材
と
し
て
意
識
し
て
い
る
。
第
七
詩
集
『
踏
青
』（
大
正
一
三
年
一
二
月
）
で
は
、

蛙
は
登
場
人
物
と
な
り
、
自
律
的
に
動
い
て
い
る
。
作
者
は
蛙
の
動
作
を
操
り
、
心
情
を
描
写
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は

『
青
蛙
事
件
』
の
よ
う
な
物
語
的
な
展
開
を
も
つ
作
品
や
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
詩
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
次
の
詩
集
『
第
百
階
級
』（
昭
和
三
年
十
一
月
）
は
蛙
作
品
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
作
者
が
本
格
的
に
蛙
詩
を
書
く
よ
う
に
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な
っ
て
い
る
。
収
録
作
品
数
は
四
十
五
編
で
あ
る
。
習
作
期
の
詩
集
は
中
国
の
嶺
南
大
学
在
学
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
日
本
に
帰
国
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
心
平
の
実
質
的
な
第
一
詩
集
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
で
は
現
実
世
界
で
の
蛙
は
ほ
と
ん
ど

描
か
れ
て
い
な
い
。「
蛙
に
な
る
」
と
い
う
作
品
だ
け
が
、
人
間
の
語
り
手
が
蛙
に
な
り
き
っ
て
水
に
浮
か
び
、
そ
の
心
境
を
叙
述

し
た
も
の
で
、
現
実
世
界
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
蛙
が
登
場
人
物
と
な
っ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
詩

で
あ
る
。
ま
た
、
語
り
手
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
三
人
称
で
蛙
の
世
界
を
描
写
し
た
作
品
と
、
一
人
称
で
蛙
の
心
情
を
内
面
か
ら
描

い
た
作
品
と
が
あ
る
。
前
者
は
蛙
世
界
を
外
側
か
ら
比
較
的
客
観
的
に
描
写
し
よ
う
と
す
る
視
点
で
あ
り
、
後
者
は
蛙
そ
の
も
の
に

な
っ
た
視
点
で
あ
る
。
前
述
の
「
蛙
に
な
る
」
は
人
間
で
あ
る
語
り
手
が
蛙
と
同
化
し
よ
う
と
す
る
作
品
で
、
作
者
心
平
が
蛙
の
視

点
を
取
り
込
も
う
と
す
る
過
程
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
詩
集
の
内
容
と
し
て
は
生
き
生
き
と
し
た
登
場
人
物
の
蛙
を
通
し
て
、

生
の
実
感
・
喜
び
、
生
の
は
か
な
さ
、
死
別
の
悲
し
み
、
生
殖
の
喜
び
、
愛
、
自
然
・
仲
間
と
の
一
体
感
、
強
者
へ
の
抵
抗
な
ど
を

表
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
集
の
特
色
と
し
て
、
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
・
社
会
主
義
の
影
響注

４

を
受
け
て
、
第
百
階
級
の
蛙
が
捕
食
者
や

人
間
（
権
力
者
）
に
闘
争
を
挑
む
と
い
う
構
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
思
想
性
・
政
治
性
は
以
後
の
詩
集
で
は

希
薄
に
な
っ
て
い
く
。
ま
た
、
こ
の
詩
集
で
は
蛙
を
題
材
と
し
た
図
形
詩
も
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
蛙
詩
が
現
れ
る
の
は
昭
和
十
三
年
十
二
月
の
『
蛙
』
で
あ
る
。
蛙
だ
け
を
扱
っ
た
詩
集
で
収
録
作
品
数
は
十
八
編
で
あ
る
。

ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
・
社
会
主
義
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
は
二
編
（
「
だ
ま
つ
て
ゐ
た
」「
寓
話
」
）
だ
け
で
あ
り
、
思
想
性
・
政
治
性
は

薄
く
な
り
、
生
命
の
は
か
な
く
も
美
し
い
ド
ラ
マ
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
移
っ
て
い
る
。「
聾

つ
ん
ぼ
の
る
り
る
」
や
「
月
夜
」
は
生
を
肯

定
し
た
温
か
な
人
間
性
が
見
ら
れ
る
作
品
で
あ
る
。
ま
た
、
蛙
の
死
の
間
際
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
の
尊
さ
や
切
な
さ
を
浮
き

上
が
ら
せ
た
作
品
な
ど
も
あ
る
（
「
オ
母
サ
ン
」「
祈
り
の
歌
」
）。
ま
た
、
蛙
が
登
場
人
物
と
し
て
動
く
と
、
必
然
的
に
物
語
的
な

展
開
が
多
少
な
り
と
も
生
ま
れ
て
く
る
。
す
で
に
、
習
作
期
に
物
語
的
な
展
開
は
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
の
詩
集
で
は
そ
れ
が
さ
ら

に
進
ん
で
、
物
語
性
と
抒
情
性
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
「
聾

つ
ん
ぼ

の
る
り
る
」
や
「
祈
り
の
歌
」
の
よ
う
な
秀
作
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、

物
語
る
こ
と
は
叙
事
で
あ
る
の
で
、
必
然
的
に
長
編
詩
も
生
ま
れ
て
い
る
（
例
「
聾

つ
ん
ぼ

の
る
り
る
」
）。
こ
の
詩
集
で
は
、
蛙
詩
が
生

命
へ
の
賛
歌
・
愛
情
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
側
面
を
強
め
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
の
蛙
詩
は
『
日
本
沙
漠
』
の
「
Ⅱ
章
」
で
あ
る
。
十
一
編
の
蛙
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
る
る
る
葬
送
」
の
み
が
当
時
の

敗
戦
後
の
社
会
状
況
を
反
映
し
て
い
る
が
、
社
会
主
義
の
よ
う
な
政
治
性
・
思
想
性
を
帯
び
た
作
品
は
な
く
、
生
命
へ
の
愛
情
・

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
傾
向
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
る
（
「
誕
生
祭
」「
ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白
」
な
ど
）。
ま
た
、「
ケ
ロ
ッ
ケ
自
伝
」

「
古

こ
う
ふ
う虎
自
伝
」「
ガ
リ
ビ
ラ
自
伝
」
と
い
う
、
亡
く
な
っ
た
蛙
が
自
分
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
語
り
、
生
の
尊
さ
と
は
か
な
さ
を
浮
き

上
が
ら
せ
る
作
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
生
き
た
か
と
い
う
こ
と
（
人
生
を
描
く
と
い
う
こ
と
）
に
つ
い
て
心
平
は
強
い

興
味
を
抱
い
て
い
る
。
心
平
は
こ
の
形
式
の
作
品
を
気
に
入
り
、
後
年
に
も
「
〜
自
伝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作
品
を
い
く
つ
か
書

い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
や
「
め
つ
か
ち
の
由
来
と
そ
の
後
」
な
ど
の
作
品
は
物
語
性
が
強
い
。
ま
た
、「
め
つ
か
ち
の

由
来
と
そ
の
後
」「
誕
生
祭
」
な
ど
は
長
編
詩
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、「
誕
生
祭
」
で
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
詩
の
中
に
作
者
の
私
が

入
り
込
ん
で
い
る
。

　
次
の
蛙
詩
は
昭
和
三
九
年
一
月
の
『
第
四
の
蛙
』
で
あ
る
（
昭
和
二
三
年
十
一
月
刊
行
の
『
定
本
　
蛙
』
は
既
刊
詩
集
か
ら
の

蛙
詩
が
収
録
さ
れ
た
も
の
な
の
で
触
れ
な
い
）。
こ
の
詩
集
も
蛙
だ
け
を
題
材
と
し
た
詩
集
で
あ
る
。
収
録
作
品
数
は
『
草
野
心
平

全
集
　
第
二
巻
』（
筑
摩
書
房
）
で
数
え
る
と
三
七
編
で
あ
る
。
収
録
作
品
数
が
『
第
百
階
級
』
に
次
い
で
多
い
の
で
、
内
容
は
多

様
で
あ
る
。
生
を
肯
定
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
作
品
や
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
や
、
作
者
の
日
常
を
描
い
た
作
品
な
ど
が
あ
る
。

生
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
生
き
物
へ
の
愛
情
を
示
し
た
作
品
と
し
て
は
、「
冬
眠
Ⅰ
」
や
「
地
球
に
初
め
て
雪
の
降
っ
た
日
の
こ
と
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
長
命
大
観
音
」
や
「
A
コ
ン
ド
ル
禿
の
由
来
」
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。「
そ
の
リ
ア
リ

ズ
ム
に
就
い
て
」「
ひ
な
げ
し
と
ビ
ル
ン
」
に
は
蛙
と
と
も
に
、
作
者
と
思
わ
れ
る
人
物
の
日
常
が
描
か
れ
て
い
る
。「
煙
」
は
「
ク

サ
ノ
シ
ン
ペ
イ
」
と
い
う
人
物
が
登
場
し
た
メ
タ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
と
な
っ
て
お
り
、『
日
本
沙
漠
』
の
「
誕
生
祭
」
と
同

系
統
の
作
品
で
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
詩
と
現
実
の
作
者
の
世
界
の
混
在
は
後
年
の
作
品
で
も
見
ら
れ
、
蛙
詩
の
特
徴
の
一
つ

で
あ
る
。「
天
気
」「
勝
手
な
コ
ー
ラ
ス
」
で
は
図
形
詩
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。「
エ
レ
ジ
ー
」
は
死
ん
だ
仲
間
へ
の
哀
悼
の
情
を
示
し

て
お
り
、「
白
い
蛙
」
は
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
蛙
の
孤
独
・
悲
し
み
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
作
品
は
物
語
性
と
抒
情

性
の
調
和
し
た
秀
作
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
主
義
の
よ
う
な
思
想
性
は
な
い
も
の
の
、
戦
争
を
起
こ
し
た
り
、
環
境
を
破
壊
し
た
り
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す
る
人
間
を
批
判
す
る
作
品
（
「
長
命
大
観
音
」
）
も
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
集
は
『
第
百
階
級
』
の
よ
う
な
猥
雑
な
力
、
型
破

り
な
表
現
は
な
い
が
、
均
整
の
と
れ
た
成
熟
し
た
作
品
が
多
く
、
蛙
詩
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。

　『
第
四
の
蛙
』
以
降
は
、
心
平
は
蛙
の
み
を
扱
っ
た
詩
集
（
あ
る
い
は
詩
集
の
中
の
一
つ
の
章
）
を
刊
行
し
て
い
な
い
。
各
詩
集

の
中
に
蛙
詩
が
散
見
す
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。『
草
野
心
平
全
集
　
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
）
に
は
、『
こ
わ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
』（
昭

森
社
　
昭
和
四
三
年
）、『
太
陽
は
東
か
ら
あ
が
る
』（
弥
生
書
房
　
昭
和
四
五
年
）、『
侏
羅
紀
の
果
て
の
昨
今
』（
八
坂
書
房
　
昭
和

四
六
年
）、『
凹
凸
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
四
九
年
）、
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
『
四
八
年
の
ジ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
―
拾
遺
詩
集
』〔
筑
摩
書

房
　
昭
和
四
八
年
〕
は
『
第
百
階
級
』
よ
り
も
前
の
作
品
集
で
あ
る
）。
こ
の
時
期
は
心
平
六
五
〜
七
一
歳
で
、
蛙
詩
は
一
七
編
で

あ
る
。

『
草
野
心
平
全
集
　
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
）
に
は
『
全
天
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
〇
年
）、『
植
物
も
動
物
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和

五
一
年
）、『
原
音
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
二
年
）、『
乾
坤
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
四
年
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
心
平
が
七
二
歳

か
ら
七
六
歳
の
時
の
詩
集
で
、
蛙
詩
は
一
六
編
で
あ
る
。
こ
の
『
全
集
』
第
三
、四
巻
の
蛙
詩
に
は
、
ま
ず
「
凡
平
自
伝
」（
『
こ
わ

れ
た
オ
ル
ガ
ン
』
）、「
ゴ
ビ
ド
の
死
」（
『
全
天
』
）、「
ブ
ル
ア
ビ
自
伝
」「
カ
リ
プ
自
伝
」（
と
も
に
『
植
物
も
動
物
』
）
な
ど
の
よ
う

に
蛙
の
死
を
扱
っ
た
作
品
が
多
い
。
そ
れ
ら
に
は
生
の
は
か
な
さ
・
尊
さ
や
、
死
と
い
う
運
命
に
従
順
な
蛙
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
の
作
者
は
自
然
に
従
っ
て
穏
や
か
に
死
を
迎
え
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
作
品
に
現
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
蛙
の
不
思
議
な
生
態
を
描
い
た
作
品
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
以
前
か
ら
も
あ
っ
た
が
（
例
え
ば
、『
第

四
の
蛙
』
の
「
エ
レ
ジ
ー
／
あ
る
あ
お
も
り
が
え
る
の
こ
と
」
な
ど
）、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
世
界
の
蛙
の
不
思
議
な
生
態
を
取

り
上
げ
て
い
る
。「
夏
眠
」（
『
太
陽
は
東
か
ら
あ
が
る
』
）
で
は
ア
リ
ゾ
ナ
砂
漠
の
蛙
を
、「
チ
チ
カ
カ
の
深
い
湖
底
を
」（
『
凹
凸
』
）

で
は
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
の
国
境
に
あ
る
チ
チ
カ
カ
湖
の
蛙
を
、「
自
己
紹
介
」（
『
植
物
も
動
物
』
）
で
は
南
米
北
東
部
の
湖
に
棲
む

ピ
パ
と
い
う
蛙
を
、
そ
れ
ぞ
れ
描
い
て
い
る
。
作
者
の
想
像
力
、
創
作
欲
が
世
界
の
蛙
に
ま
で
向
か
っ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
ま

た
、
従
来
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
描
い
た
蛙
詩
（
「
蛙
連
邦
行
進
曲
／
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
の
曲
を
借

り
て
」〔
『
全
天
』
〕、「
三
つ
の
満
月
」〔
『
乾
坤
』
〕
な
ど
）
が
あ
る
。
こ
の
時
期
は
人
間
中
心
で
は
な
い
自
然
観
、
生
命
観
が
よ
り
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発
展
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
心
平
が
自
分
の
死
を
意
識
し
な
が
ら
、
蛙
の
生
と
死
を
描
き
出
し
て
い
る
と
言
え
る
。

『
草
野
心
平
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
以
後
に
書
か
れ
た
蛙
詩
は
約
一
五
編
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ま
ず
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
を
描
い

た
も
の
と
、
現
実
の
蛙
を
描
い
た
も
の
と
が
あ
る
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
が
登
場
す
る
豊
か
な
物
語
世
界
は
蛙
詩
の
醍
醐
味
の
一
つ

で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
そ
れ
ら
は
相
対
的
に
平
易
、
簡
明
で
豊
穣
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
着
想
も
新
し
い
も
の
は
な
い
。
現
実

の
蛙
を
描
い
た
作
品
は
、
作
者
自
身
の
蛙
へ
の
思
い
や
蛙
の
習
性
・
生
態
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙

詩
の
中
に
作
者
の
現
実
世
界
が
介
入
し
て
い
る
作
品
（
「
ロ
ブ
ノ
ー
ル
」「
自
畫
像
」「
マ
ッ
赤
ッ
カ
蛙
」
）
が
、
総
作
品
数
に
対
し

て
多
い
の
も
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。『
第
百
階
級
』
の
「
蛙
に
な
る
」
と
い
う
作
品
で
い
ち
早
く
蛙
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
心
平
は
、

そ
の
後
、
蛙
の
視
点
に
な
っ
た
り
、
人
間
の
視
点
に
な
っ
た
り
し
て
自
由
に
蛙
の
作
品
を
書
き
続
け
た
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
蛙
詩
を

書
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
理
由
と
し
て
、
彼
我
（
自
然
と
自
己
）
の
区
別
を
し
な
い
と
い
う
考
え
と
と
も
に
、
視
点
の
自
由
さ
も

挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
最
晩
年
の
作
品
で
あ
る
た
め
、
言
葉
足
ら
ず
の
部
分
や
構
成
上
の
つ
な
が
り
が
良
く
な
い
作
品
な
ど

も
存
在
す
る
。

心
平
は
習
作
期
の
第
一
詩
集
『
廃
園
の
喇
叭
』（
タ
イ
ヤ
ン
社
　
大
正
一
二
年
一
月
　
心
平
二
〇
歳
）
か
ら
既
に
蛙
を
素
材
と
し

て
登
場注

５

さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
詩
集
『
自
問
他
問
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
六
一
年
　
心
平
八
三
歳
）
で
も
蛙
の
詩
を
書
い注

６

て
い
る
。
詩
人
と
し
て
の
出
発
点
か
ら
最
後
ま
で
の
六
三
年
間
、
蛙
の
詩
を
書
き
続
け
た
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
稀
な
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
の
間
、
様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
、
豊
富
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
読
者
を
魅
了
し
た
と
い
う
こ
と
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

最
後
に
時
期
ご
と
の
蛙
詩
の
傾
向
・
特
徴
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。
さ
ら
に
、
詩
集
ご
と
に
蛙
詩
と
考
え
た
作
品
の
タ
イ
ト
ル

を
列
挙
し
て
お
く
。
な
お
、
時
期
の
分
け
方
は
内
容
を
考
慮
し
て
分
類
し
た
わ
け
で
な
く
、
便
宜
的
に
分
類
し
た
だ
け
で
あ
る
。

時
期
ご
と
の
蛙
詩
の
傾
向
・
特
徴

✧
習
作
期
　
心
平
二
〇
〜
二
一
歳
　
心
平
の
誕
生
日
は
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
年
）
五
月
一
二
日
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『
廃
園
の
喇
叭
』（
大
正
一
二
年
七
月
　
タ
イ
ヤ
ン
社
）

『
空
と
電
柱
　
Ⅰ
』（
大
正
一
三
年
二
月
　
空
と
電
柱
社
）

『
空
と
電
柱
　
Ⅱ
』（
大
正
一
三
年
三
月
　
空
と
電
柱
社
）

『
空
と
電
柱
　
Ⅲ
』（
大
正
一
三
年
四
月
　
空
と
電
柱
社
）

『
月
蝕
と
花
火
』（
大
正
一
三
年
七
月
）

『B
A
T
T
A

』（
大
正
一
三
年
九
月
）

 

以
上
『
草
野
心
平
全
集
　
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収

・
蛙
詩
は
一
一
編

・
蛙
詩
の
出
発
点
。

・
蛙
が
作
品
の
舞
台
背
景
、
素
材
の
一
つ
か
ら
次
第
に
登
場
人
物
・
題
材
と
な
っ
て
い
く
過
程
が
見
ら
れ
る
。

✧
『
第
百
階
級
』（
銅
鑼
社
　
昭
和
三
年
一
一
月
　
心
平
二
五
歳
）

・
蛙
詩
四
五
編
。

・
蛙
詩
の
成
立
。

・「
蛙
に
な
る
」
以
外
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
詩
。

・
登
場
人
物
の
蛙
を
通
し
て
、
生
の
よ
ろ
こ
び
・
は
か
な
さ
、
死
別
の
悲
し
さ
な
ど
、
人
生
の
ド
ラ
マ
を
描
い
て
い
る
。

・ 

第
百
階
級
の
蛙
が
権
力
者
に
闘
争
を
挑
む
と
い
う
構
図
・
思
想
が
あ
る
。
ま
た
、
第
百
階
級
と
い
う
底
辺
で
生
き
る
者
の
猥

雑
な
力
や
生
命
力
が
描
か
れ
て
い
る
。

✧
『
蛙
』（
三
和
書
房
　
昭
和
一
三
年
一
一
月
　
心
平
三
五
歳
）

・
蛙
詩
一
八
編
。
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・
階
級
闘
争
を
表
す
思
想
性
は
希
薄
に
な
る
。
は
か
な
く
も
美
し
い
生
命
（
人
生
）
の
ド
ラ
マ
を
描
く
こ
と
に
主
眼
が
移
る
。

・
生
命
へ
の
賛
歌
と
い
う
傾
向
が
強
い
。

・
抒
情
性
と
物
語
性
が
深
化
し
て
い
る
。

・
長
編
詩
が
多
い
。

✧
『
日
本
沙
漠
』
の
Ⅱ
章
（
青
磁
社
　
昭
和
二
三
年
五
月
　
心
平
四
五
歳
）

・
蛙
詩
一
一
編
。

・
政
治
的
、
思
想
的
な
作
品
は
な
い
。

・
前
詩
集
に
引
き
続
き
生
命
へ
の
愛
情
・
賛
歌
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
う
傾
向
が
強
い
。

・
死
ん
だ
蛙
が
自
分
の
人
生
を
ふ
り
か
え
る
と
い
う
体
裁
の
作
品
（
「
〜
自
伝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作
品
）
が
生
ま
れ
て
い
る
。

・
長
編
詩
が
あ
る
。

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
の
世
界
に
作
者
の
私
が
入
り
込
ん
だ
作
品
が
あ
る
。

✧
『
定
本
　
蛙
』（
大
地
書
房
　
昭
和
二
三
年
一
一
月
　
心
平
四
五
歳
）

・
既
刊
詩
集
か
ら
の
蛙
の
詩
を
選
ん
で
編
集
し
た
も
の
。
四
五
編
。

『
第
四
の
蛙
』（
政
治
公
論
社
　
昭
和
三
九
年
一
月
　
心
平
六
一
歳
）

・
蛙
詩
三
七
編
。

・ 

引
き
続
き
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
傾
向
が
強
い
が
、
収
録
作
品
数
が
比
較
的
多
い
の
で
、
内
容
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。

生
命
へ
の
愛
情
を
示
し
た
作
品
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
作
品
、
作
者
の
日
常
を
描
い
た
作
品
、
戦
争
や
環
境
破
壊
を
行
う
人
間
を

批
判
し
た
作
品
、
図
形
詩
な
ど
が
あ
る
。
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・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
と
作
者
の
ク
サ
ノ
シ
ン
ペ
イ
が
対
話
す
る
作
品
が
あ
る
。

・
猥
雑
な
力
強
さ
や
型
破
り
の
表
現
は
な
い
が
、
均
整
の
と
れ
た
成
熟
し
た
作
品
が
多
い
。
蛙
詩
の
到
達
点
と
考
え
る
。

✧
『
草
野
心
平
全
集
　
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集

『
こ
わ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
』（
昭
森
社
　
昭
和
四
三
年
）

『
太
陽
は
東
か
ら
あ
が
る
』（
弥
生
書
房
　
昭
和
四
五
年
）

『
侏
羅
紀
の
果
て
の
昨
今
』（
八
坂
書
房
　
昭
和
四
六
年
）

『
凹
凸
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
四
九
年
）

（
心
平
六
五
〜
七
一
歳
）

（
蛙
詩
一
七
編
）

✧
『
草
野
心
平
全
集
　
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集

『
全
天
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
〇
年
）

『
植
物
も
動
物
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
一
年
）

『
原
音
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
二
年
）

『
乾
坤
』（
筑
摩
書
房
　
昭
和
五
四
年
）

（
心
平
七
二
〜
七
六
歳
）

（
蛙
詩
一
六
編
）

・
生
命
へ
の
愛
情
、
生
の
喜
び
を
表
す
。

・
死
ん
だ
蛙
が
自
身
の
人
生
を
振
り
返
っ
た
「
〜
自
伝
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
作
品
が
あ
る
。

・
死
と
い
う
運
命
に
従
順
な
蛙
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
作
者
が
自
分
の
死
を
意
識
し
て
蛙
詩
を
書
い
て
い
る
）。

・
人
間
中
心
で
な
い
自
然
観
、
生
命
観
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
る
。
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・
世
界
の
蛙
の
不
思
議
な
生
態
を
描
い
て
い
る
。

✧
『
草
野
心
平
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
刊
行
後
の
詩
集
の
中
の
蛙
詩

『
雲
気
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
五
年
）

『
玄
玄
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
六
年
）

『
幻
象
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
七
年
）

『
未
来
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
八
年
）

『
玄
天
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
九
年
）

『
幻
景
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
〇
年
）

『
絲シ

ル

ク

ロ

ー

ド

綢
之
路
』（
思
潮
社
、
昭
和
六
〇
年
）

『
自
問
他
問
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
一
年
）

（
心
平
七
七
〜
八
三
歳
）

（
蛙
詩
一
五
編
）

・
従
来
の
着
想
、
手
法
を
な
ぞ
っ
た
も
の
が
多
い
。

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
を
描
い
た
も
の
と
、
現
実
世
界
の
蛙
を
描
い
た
も
の
が
あ
る
。

・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
蛙
の
世
界
と
現
実
の
作
者
の
世
界
が
混
在
し
て
い
る
作
品
が
あ
る
。

・
戦
争
を
す
る
人
間
を
批
判
し
た
作
品
が
あ
る
。
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蛙
詩
の
タ
イ
ト
ル

『
草
野
心
平
全
集
　
第
一
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集
の
蛙
詩
　
計
七
四
編

『
第
百
階
級
』　
蛙
詩
四
五
編

「
秋
の
夜
の
会
話
」、

「
ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
腹
の
中
か
ら
仲
間
に

告
げ
る
ゲ
リ
ゲ
の
言
葉
」

「
え
ぼ
」

「
殺
虐
の
恐
怖
の
な
い
平
凡
な
ひ
と
時

の
千
組
の
一
組
」

「
逆
歯
に
死
ぬ
る
同
胞
一
匹
」

「
お
れ
も
眠
ろ
う
」

「
嵐
と
蟇
」

「
子
供
に
追
ひ
か
け
ら
れ
る
蛙
」

「
鰻
と
蛙
」

「
い
い
の
か
」

「
号
外
」

「
青
大
将
に
突
撃
す
る
頭
の
中
の
喚
声
」

「
だ
か
ら
石
を
な
げ
れ
る
の
だ
／
だ
か

ら
石
を
う
け
れ
る
の
だ
」

「
蛙
は
地
べ
た
に
生
き
る
天
国
で
あ
る
」

「
ぴ
り
ぴ
の
告
白
」

「
冬
眠
」

「S
prin
g
 S
on
ata 

第
一
印
象
」

「
蛙
と
蛇
と
男
」

「
ゲ
ル
」

「
病
気
」

「
中
性
」

「
五
本
足
の
男
」

「
行
進
曲
」

「
蛙
つ
り
を
す
る
子
供
と
蛙
」

「
第
八
月
満
月
の
夜
と
満
潮
時
の
歓
喜

の
歌
」

「
蛇
祭
り
行
進
」

「
月
の
出
と
蛙
」

「
生
殖
　
Ⅰ
」

「
古
池
や
蛙
と
び
こ
む
水
の
音
」

「
吉
原
の
火
事
映
る
田
や
鳴
く
蛙
」

「
●
」

「
傴
僂
と
蛙
の
風
景
」

「
無
言
劇
」

「N
octu
rn
e. M
oon
 an
d F
rog
s.

」

「
水
素
の
や
う
な
話
」

「
ギ
ケ
ロ
」

「
亡
霊
」

「
霜
柱
の
中
で
死
ん
だ
蛙
」

「
ぐ
り
ま
の
死
」

「
生
殖
　
Ⅱ
」

「
散
歩
」

「
●
」

「
一
匹
を
慕
ふ
二
匹
の
会
話
」

「
蛙
に
な
る
」

「
晴
天
」
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『
蛙
』　
　
蛙
詩
一
八
編

「
聾
の
る
り
る
」

「
梟
と
蛙
」

「
た
ま
ご
た
ち
の
ゐ
る
風
景
」

「
さ
や
う
な
ら
一
万
年
」

「
だ
ま
つ
て
ゐ
た
」

「
月
夜
」

「let m
e sleep, too

」

「
河
童
と
蛙
」

「
寓
話
」 

「
オ
母
サ
ン
」

「
祈
り
の
歌
」

「
ひ
と
と
き
」

「
蛙
」

「
梅
雨
」

「
蛙
の
ゐ
る
風
景
」

「on
 th
e tree.

」

「
き
ち
が
ひ
」

「
相
撲
」

『
日
本
沙
漠
』
の
Ⅱ
章
　
　
蛙
詩
一
一
編

「
誕
生
祭
」

「
音
の
な
い
風
景
」

「
め
つ
か
ち
の
由
来
と
そ
の
後
」

「
思
ひ
は
猛
烈
な
羊
歯
類
の
な
か
に
」

「
桂
離
宮
竹
林
の
夜
」

「
小
曲
」

「
る
る
る
葬
送
」

「
ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白
」

「
ケ
ロ
ッ
ケ
自
伝
」

「
古

コ
ウ
フ
ウ虎

自
伝
」

「
ガ
リ
ビ
ラ
自
伝
」

『
草
野
心
平
全
集
　
第
二
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集
の
蛙
詩
　
計
三
七
編

『
天
』　
　
蛙
詩
二
編

「
冬
眠
」

「
ぱ
っ
ぷ
く
ど
ん
」
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草野心平の蛙詩の変遷㈤

『
第
四
の
蛙
』　
　
蛙
詩
三
五
編

「
煙
」

「
エ
レ
ジ
ー
」

「
A
コ
ン
ド
ル
の
禿
の
由
来
」

「
黒
い
蛙
」

「
白
い
蛙
」

「
亡
霊
は
語
る
」

「
し
ま
っ
た
と
今
で
も
思
う
」

「
百
舌
鳥
と
蛙
」

「
冬
眠
へ
の
夕
方
」

「
ぎ
が
む
の
独
白
」

「
決
心
」

「
ひ
な
げ
し
と
ビ
ル
ン
」

「
散
歩
」

「
た
ま
ご
た
ち
の
界
隈
」

「
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
た
ち
四
五
匹
」

「
カ
ジ
カ
」

「
恋
愛
詩
集
」

「
誕
生
祭
讃
歌
」

「
ギ
ャ
ラ
ン
ス
の
空
気
の
な
か
で
」

「
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
に
就
い
て
」

「
ゴ
ビ
の
蛙
」

「
李
太
白
と
蛙
」

「
地
球
に
初
め
て
雪
の
降
っ
た
日
の
こ

と
」

「
伝
令
」

「
蛇
を
呑
ん
だ
蛙
」

「
新
氷
河
時
代
」

「
長
命
大
観
音
」

「
音
楽
の
よ
う
に
」

「
五
匹
の
か
え
る
（
童
詩
）
」

「
ひ
な
た
雨
（
童
詩
）
」

「
天
気
」

「
勝
手
な
コ
ー
ラ
ス
」

「
満
月
の
夜
の
会
話
」

「
３
号
・
ス
ケ
ッ
チ
」

「
太
陽
を
呑
む
」

『
草
野
心
平
全
集
　
第
三
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集
の
蛙
詩
　
計
一
七
編

『
こ
わ
れ
た
オ
ル
ガ
ン
』　
　
蛙
詩
四
編

「blu
e zin

ta

」

「
天
」

「
蛙
の
花
」

「
蛙
の
声

し
ょ
う
み
ょ
う
明
」
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『
太
陽
は
東
か
ら
あ
が
る
』　
　
蛙
詩
三
編

「
夏
眠
」

「
凡
平
自
伝
」

「
サ
リ
ム
自
伝
　
蛙
・
作
品
第
一
二
一

番
」

『
侏
鑼
紀
の
果
て
の
昨
今
』　
　
蛙
詩
二
編

「
蛙
　
蛙
作
品
第
一
二
二
番
」

「
そ
の
蟇
は
　
蛙
作
品
第
一
二
三
番
」

『
四
八
年
の
ジ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
　
―
拾
遺
詩
集
―
』　
　
蛙
詩
三
編

「
春
・
人
物
と
蛙
の
風
景
」

「
青
い
水
た
ん
ぼ
」

「
失
恋
者
と
蛙
」

『
凹
凸
』　
　
蛙
詩
五
編

「
幻
の
氷
の
原
で
」

「
チ
チ
カ
カ
の
深
い
湖
底
を
」

「
キ
シ
ミ
み
な
ゆ
る
み
て
夜
の
土
う
ご

く
」

「
或
る
日
キ
リ
ム
は
次
の
や
う
な
独
り

言
を
つ
ぶ
や
い
た
」

「
死
臭
」

『
草
野
心
平
全
集
　
第
四
巻
』（
筑
摩
書
房
）
所
収
の
詩
集
の
蛙
詩
　
計
二
七
編

『
全
天
』　
　
蛙
詩
四
編

「
ゴ
ビ
ド
の
死
」

「
医
道
に
つ
い
て
び
ん
る
は
語
る
」

「
蛙
連
邦
行
進
曲
」

「th
e g
olden

 arrow
-poison

 frog

」
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草野心平の蛙詩の変遷㈤

『
植
物
も
動
物
』　
　
蛙
詩
八
編

「
冬
眠
を
終
へ
て
出
て
き
た
蛙
」

「
ブ
ル
ア
ビ
自
伝
」

「
カ
リ
ブ
自
伝
」

「
自
己
紹
介
」

「
ジ
コ
セ
ウ
カ
イ
」

「
会
話
」

「
婆
さ
ん
蛙
ミ
ミ
の
挨
拶
」

「
キ
リ
ム
の
星
」

『
原
音
』　
　
蛙
詩
二
編

「
或
る
冬
眠
蛙
の
独
白
」

「
鯉
と
蛙
」

『
乾
坤
』　
　
蛙
詩
二
編

「
蟇
」

「
三
つ
の
満
月
」

《
『
第
百
階
級
』
以
前
（
習
作
期
）
の
詩
集
》

『
廃
園
の
喇
叭
』　
　
蛙
詩
二
編

「
少
女
の
友
は
ま
だ
来
な
い
の
で
す
」

　
※
た
だ
し
、「
蛙
よ
／
ま
だ
な
き
や
ま
な
い
の
か
」
と
い
う
詩
句
で
の
使
用
。

「
或
る
感
情
」

　 

※
た
だ
し
、「
時
に
は
蛙
の
世
界
に
の
ぞ
き
い
つ
た
り
し
て
い
る
」
と
い
う
詩

句
で
の
使
用
。

－ 109 －（14）



『
空
と
電
柱
　
Ⅰ
』　
　
蛙
詩
な
し

『
空
と
電
柱
　
Ⅱ
』　
　
蛙
詩
一
編

「
あ
る
春
の
日
の
風
景
感
覚
」

　

※�

た
だ
し
、
貯
水
池
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
蛙
の
鳴
き
声
を
「Ru R

u
 R
i R
i  

R
i R
i

」
と
記
述
し
て
い
る
の
み
。

『
空
と
電
柱
　
Ⅲ
』　
　
蛙
詩
な
し

『
月
蝕
と
花
火
』　
　
蛙
詩
四
編

扉
銘
（
序
詞
）

　
　
※ 

「
蛙
よ
／
口
笛
を
ふ
い
て
／
寂
し
い
月
蝕
を
よ
べ
／
花
火
を
か
こ
ん
で
／

青
い
冷
や
酒
を
傾
け
よ
う
」
と
い
う
詩
句
で
の
使
用
。

「
よ
つ
ち
や
ん
」

　
　
※
「
ゴ
ム
製
の
蛙
の
や
う
な
そ
れ
で
ゐ
て
重
た
い
か
ら
だ
」
で
の
使
用
。

「
畦
道
」

　
　
※ 

「
（
ぐ
る
り
は
　
い
ち
め
ん
の
蛙
の
声
）
」
と
い
う
詩
句
で
の
使
用
。

「
痔
病
患
者
に
」

　
　
※ 

「
白
い
魚
の
眼
玉
を
／
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
よ
う
に
／
べ
ろ
べ
ろ
と
の
み

た
ま
へ
」
と
い
う
詩
句
で
の
使
用
。

『B
A
T
T
A

』　
　
蛙
詩
な
し

『
踏
青
』　
　
蛙
詩
四
編

「
蛙
と
蛇
と
男
」

「
蛙
」

「
蛙
二
題
」

「
青
蛙
事
件
」
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草野心平の蛙詩の変遷㈤

『
草
野
心
平
全
集
』（
筑
摩
書
房
）
以
後
の
詩
集
中
の
蛙
詩
　
　
計
一
五
編

『
雲
気
』　
蛙
詩
五
編

「
蜂
と
蟇
」

「
螢
を
呑
ん
だ
蛙
」

「
ウ
チ
の
家
で
い
ま
。
食
用
蛙
が
な
い

て
ま
す
と
い
ふ
電
話
を
き
い
て
」

「
自
画
像
」

「
未
知
の
峰
岸
敬
三
に
」

『
玄
玄
』　
　
蛙
詩
な
し

『
幻
象
』　
　
蛙
詩
二
編

「
げ
え
る
ッ
葉
と
蛙
た
ち
」

「
蛙
の
自
稱
占
師
」

『
未
来
』　
　
蛙
詩
一
編

「
土
の
な
か
で
の
會
話
」

『
玄
天
』　
　
蛙
詩
二
編

「
二
十
一
世
紀
の
蛙
」

「
マ
ッ
赤
ッ
カ
蛙
」

『
幻
景
』　
　
蛙
詩
一
編

「
ア
リ
ゾ
ナ
蛙
の
夏
眠
」
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『
絲シ

ル
ク
ロ
ー

綢
之
路ド

』　
　
蛙
詩
三
編

「
性
・
性
」

「
烏
魯
木
斉
の
風
呂
」

「
ロ
ブ
ノ
ー
ル
」

『
自
問
他
問
』　
　
蛙
詩
一
編

「
か
へ
る
の
コ
は
か
へ
る
」

注
１
　
草
野
心
平
は
『
わ
が
青
春
の
記
』（
『
草
野
心
平
全
集
第
九
巻
』
筑
摩
書
房
）
の
中
で
「
世
間
で
は
「
第
百
階
級
」
と
い
う
蛙
に
関
す

る
だ
け
の
作
品
集
が
私
の
処
女
詩
集
と
見
な
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
構
わ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
を
踏
ま

え
て
、『
第
百
階
級
』
よ
り
前
の
七
冊
の
詩
集
を
便
宜
上
習
作
期
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
深
澤
忠
孝
氏
は
『
草
野
心
平
研
究
序
説
』（
教

育
出
版
セ
ン
タ
ー
）
の
中
の
「
参
の
章
　
詩
の
道
程
」
の
「
第
一
節
　
習
作
期
の
展
望
―
亡
兄
民
平
に
ふ
れ
て
」
で
、『
第
百
階
級
』
よ
り

前
の
詩
集
を
習
作
期
の
作
品
と
呼
ん
で
い
る
。

注
２
　
蛙
詩
の
総
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

『
草
野
心
平
全
集
第
一
巻
』
七
四
編
　

『
草
野
心
平
全
集
第
二
巻
』
三
七
編
　

『
草
野
心
平
全
集
第
三
巻
』
一
七
編

『
草
野
心
平
全
集
第
四
巻
』
二
七
編

全
集
以
後
　
　
　
　
　
　
一
五
編

合
計
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
編
　
　

　
　
た
だ
し
、
一
概
に
蛙
詩
と
言
っ
て
も
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
そ
の
総
数
を
厳
密
に
数
え
る
の
は
難
し
い
。「
よ
つ
ち
や
ん
」（
『
月
蝕
と
花

火
』
〕
）
と
い
う
人
物
を
「
ゴ
ム
製
の
蛙
の
や
う
な
そ
れ
で
ゐ
て
重
た
い
か
ら
だ
」
と
表
現
し
て
い
た
り
、
曼
珠
沙
華
を
「
蛙
の
花
」（
『
未
来
』
）

と
表
現
し
て
い
た
り
す
る
。
ま
た
、「
わ
が
抒
情
詩
」（
『
日
本
沙
漠
』
）
で
は
、「
蛙
や
た
と
へ
ば
鳥
な
ど
は
。
／
も
う
考
へ
る
こ
と
を
よ
し
て

し
ま
つ
て
も
い
い
や
う
な
。」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
し
か
蛙
は
登
場
し
な
い
。
作
品
の
背
景
と
し
て
蛙
が
用
い
ら
れ
て
い
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草野心平の蛙詩の変遷㈤

る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
図
形
詩
を
蛙
詩
と
呼
ん
で
い
い
の
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
蛙
詩
の
総
数
は
概
数
と
し
て
示
さ
ざ

る
を
得
な
い
と
考
え
る
。

注
３
　
た
だ
し
、「
い
わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
の
「
草
野
心
平
の
生
涯
」
に
は
「
一
四
〇
〇
篇
余
の
詩
」

と
あ
る
。（h

ttp//w
w
w
.k-sin

pei.jp//life.h
tm
l

）

注
４
　『
第
百
階
級
』
の
序
詩
に
は
「
蛙
は
で
つ
か
い
自
然
の
賛
嘆
者
で
あ
る
／
蛙
は
ど
ぶ
臭
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ト
で
あ
る
／
蛙
は
明
朗
性
な
ア

ナ
ル
シ
ス
ト
／
地
べ
た
に
生
き
る
天
国
で
あ
る
」
と
あ
り
、
こ
の
詩
集
が
社
会
主
義
・
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、「
蛇
祭
り
行
進
」
や
「
ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
腹
の
中
か
ら
仲
間
に
告
げ
る
ゲ
リ
ゲ
の
言
葉
」
な
ど
に
は
、
強
者
・
権
力
者
に
挑
む
姿

勢
が
見
ら
れ
る
。

注
５
　『
廃
園
の
喇
叭
』
に
は
「
少
女
の
友
は
ま
だ
来
な
い
の
で
す
」
に
「
蛙
よ
／
ま
だ
な
き
や
ま
な
い
の
か
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。
ま
た
、

「
あ
る
感
情
」
に
は
「
時
に
は
蛙
の
世
界
に
の
ぞ
き
い
つ
た
り
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
詩
句
が
あ
る
。

注
６
　『
自
問
他
問
』
に
は
「
か
へ
る
の
コ
は
か
へ
る
」
と
い
う
蛙
を
素
材
に
し
た
童
謡
調
の
風
刺
詩
が
存
在
す
る
。
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